
 

 

 

 

常総市男女共同参画推進審議会会議録 
 

 

 

                              と   き  平成３０年８月１日（水） 

                                     午後１時３０分から３時０５分 

 

                              と こ ろ  常総市役所 議会棟２階 大会議室 

 

 

 

 



常総市男女共同参画推進審議会会議録 

 

 

 平成３０年８月１日（水）午後１時３０分から第１回常総市男女共同参画推進審議会を常総市役所議会棟２階大会議室に

召集する。 

 

 

会  議  日  程 

 

          １ 開   会 

          ２ あいさつ 

          ３ 議事録署名人の指名 

          ４ 報   告 

             報告第１号  第 2 次常総市男女共同参画計画 平成 29 年度の進捗状況報告について 

             報告第２号  男女共同参画社会に関する市民意識調査報告について 

          ５ 今後の予定 

             第 2 次常総市男女共同参画後期計画策定スケジュールについて 

６ そ の 他 

          ７ 閉   会 

                                    



 

出席委員 

 

 

 

欠席委員 

 

 

出 席 者 

 

土田 尚宏  篠﨑 敏子  海老原 和子  飯田 邦男  石川 榮子  堀越 輝子 

中村 博美  岩見 昌光  石川 美江子  秋場 ふぢ  渡辺 定夫 

 

 

渡邊 裕昭  中莖 道夫  黒澤 重美 倉持 千鶴子 

 

 

市長 神達 岳志  市民生活部長 柴 典明  市民協働課長 沼尻 俊彦  市民協働課長補佐  

佐内 真由美  男女共同参画係長 篠塚 純子  市民協働課主事 岡野 玲香 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

事務局 

 

 

 

委員 

 

 

 

 

委員 

 

 

事務局 

 

 

会長 

 

報告に先立ち，市長あいさつ，会長あいさつを行った。 

 

（市長退席） 

 

○ 次第３号  議事録署名人の指名 

  土田 尚宏委員・堀越 輝子委員 

○ 次第４号  報告第１号  第２次常総市男女共同参画計画 平成 29 年度進捗状況報告について 

        報告第２号  男女共同参画社会に関する市民意識調査報告について 

○ 次第５号  今後の予定  第２次常総市男女共同参画後期計画スケジュールについて 

 

   

報告第 1 号 資料に基づき説明 

 

事前に提出された質問について説明し，その他の質問を伺う。 

 

今回，ご丁寧な回答をいただきありがとうございました。補足質問については特にないが，高齢者の相談窓

口は６ヵ所ある。４月に全戸配布された介護保険についてですが，市民協働課の担当ではないが中には施設

名はなく，中学校区と電話番号だけであった。事前質問の回答の説明のように，相談を受け付ける福祉施設

も記載されていたほうがわかりやすいと感じた。 

 

高齢福祉課に A４のチラシがあると思うので，もらえれば皆さんにもわかりやすい。私は，鬼怒中学校区

でグループホーム香があるのでとても相談しやすい。 

 

市の広報誌じょうそうで一番後ろのページに相談窓口が載っている。相談福祉施設の一覧があればわかり

やすい。 

 

今，チラシをもらってきてくれるそうです。 

 



事務局 

 

委員 

 

 

会長 

 

事務局 

 

委員 

 

 

事務局 

 

委員 

 

 

事務局 

 

会長 

 

事務局 

 

 

 

委員 

 

 

 

（高齢福祉課にチラシをいただきにいく） 

 

市民協働課の男女共同参画係の事業評価ですが，特に他よりいつも厳しいのではないかと私自身感じる。

自分のところを評価することは難しいと思う。 

 

男女共同が進んでいるかどうかですからね。 

 

担当課でもあるので，厳しくつけている。 

 

2 ページ No.18 は，小中学校からの出前講座で市民協働課が担当ですが，学校からの要望がなくできなか

ったとあるが，出前講座というのは小中学校からの要望は出しにくいのではないかと思われる。 

 

学校では，男女共同参画だけの授業をすることは難しい。他にも，色々な授業を行う必要がある。 

 

市としては出前講座をしたいが学校では忙しく難しいという，学校と行政の間で認識や温度差があるので

すね。 

 

教育委員会では，内容にもよるので話をいただき検討を進めたいとの話もあるので今後進めていきたい。 

 

 講座が開催できなかったので D の評価なのか。 

 

小中学校を対象ということで D とした。内容については，学校ということでデート DV 講座を開催した

ので記載した。 

 

9 ページ No.75 の農政課担当について，最近農家の方から家族協定を結んだが，その時は一生懸命行っ

たが，今は何もしていないとの話があった。評価は B だが，何か今後事業を行っていただけるよう進めて

いただき伝えてほしい。 

 



 

 

 

 

 

会長 

 

委員 

 

事務局 

 

委員 

 

事務局 

 

委員 

 

会長 

 

 

 

会長 

 

事務局 

 

委員 

 

事務局 

 

12 ページ No.100 中学生対象の思春期体験学習とは内容は何をしているのか。 

つくば市に県の尐子化関係の会議で NPO のままとーんという団体の知り合いがいる。団体が赤ちゃんを

学校に連れていき，赤ちゃんと触れ合い命の大切さを学ぶ出前講座をしている。今は子供が尐なく，一人っ

子など中学生が赤ちゃんに触れる機会や命の大切さを学ぶ機会が尐ないので常総市でも進めてほしい。 

 

 赤ちゃんを抱っこしたり触れてみたり，実際に思春期体験学習をやっていると思われる。 

 

もし，やっていないなら進めてほしい。 

 

わかりました。 

 

評価 A なのだからやっているのではと思われる。 

 

担当課である程度，計画ができているということで A だと思われる。 

 

赤ちゃんだけでなく，お年寄りも面倒をみなくてはならないですよね。 

 

そうですね。 

 

（相談施設のチラシが届き配布する） 

 

このチラシには，施設名が載っているのでご覧いただきたい。 

 

報告第 2 号資料に基づき説明 

 

差し替えをしたが，どこが違っているのか。 

 

誤字や文言の誤り等があり訂正した。 



事務局 

 

委員 

 

委員 

 

 

 

 

 

 

 

 

委員 

 

 

 

 

会長 

 

 

 

 

委員 

 

 

 

 

 

事前に提出された質問についての説明をし，他に質問を伺う。 

 

特に質問はありません。ご丁寧な回答をいただきありがとうございました。 

 

アンケート調査を作るほうからすれば色々聞きたいことが多いと思うが，アンケート調査の量が多すぎで

はないか。男女共同が進んでないというわけではないがアンケートは尐ない方が答えやすく，回収も多くな

り回収率にもつながるので，質問の数を検討したほうが良いと思われる。 

22 ページ問 9 について，女らしさ・男らしさがあるが，私は女の子は赤いランドセルというふうに考え

てしまう。調査の回答者の年齢が 40 歳以上が多いようで，我々の年齢では，文化的，歴史的，社会的な風

習があるので，女らしさ・男らしさをどこまで取り払えるかが男女共同参画が進んでいく力になると思われ

る。できれば，小中学校からの指導が大切になるので，市の方で早い段階から行っていただきたい。 

 

今の質問を受けて，問 10 の教育に力を入れることについて，私の理解では学校教育が他と比べて，一番

男女共同が進んでいる。小中高・大学や専門学校と男女対等で指導を受けて同じ意識でいながら，就職して

社会に出ると男性優位のギャップに女性が苦しむことになる。私としては，男女平等について学校の教育は

うまくいっているのであまり問題はなく，心配する必要がないと思われる。 

 

教育と健康では世界的にジェンダー格差としては良いが，調査には載っていない，男女の賃金の格差は経

済的なものと政治的な面で大きく差がつき，全体で地位を下げている。 

委員さんからもあったように，アンケートの質問が多すぎると報告も大変であり，何のためのアンケート

かが散漫になってしまう。 

 

39 ページの自由記述欄まとめのご意見欄に，男女共同参画推進についての名前が堅苦しいとある。もう

尐し簡単な言葉でという意見があるので，我々審議会メンバーで若い人達に対しての理解が得られるような

ものにして行きたい。 

私の年代で男性に男女共同参画というと「それを口にして」と男性を攻撃しているように思われる。私は

度々，日本女性会議に参加しているが懸念され，その言葉を使うだけで平等に思われない。 

 



委員 

 

 

 

 

会長 

 

委員 

 

 

会長 

 

事務局 

 

会長 

 

 

 

 

 

委員 

 

事務局 

 

委員 

 

委員 

 

 

県では，ローズプランという名前の計画があり参加したことがある。「男女共同参画」というと一般的に

女性の方が強いのではといわれることが多い。実際は，職場や給料の格差などは男性の方が優遇されるわけ

だが，一般的な生活の中では女性の方が元気に動いているように見られがちである。意見にある名前は大事

である。 

 

逆に男性に出てもらって男女共同参画を考えてもらった方がよい。 

 

女性団体じょうそう事業委員会でも，講演会等を開催するが，参加者は男性より女性が多い。もっと男性

にも参加していただきたい。 

 

名前の検討もしていただきたい。 

 

今後の予定について説明 

 

資料に番号があるとわかりやすかった。 

スケジュールについてはあくまで予定ということで，今日が第 1 回目，10 月に第 2 回目，平成 31 年度 1

月に第 3 回目となり，今後の審議を経て男女共同参画後期計画を作っていく基となる会議になるので，ご

協力をお願いしたい。 

 

10 月 22 日（月）もしくは 31 日（水）の予定か。 

 

どちらかの予定を考えている。わかり次第通知する。 

 

「男（ひと）と女（ひと）らしく審議会」など優しい，わかりやすいイメージにしたらどうか提案する。 

 

法律についても全国どこでも，もう尐し身近なものにしていくというのが課題であり，調べてみると取り

組みやすい名前の市町村がありそうな気もする。 

 



委員 

 

会長 

 

委員 

 

委員 

 

 

会長 

 

委員 

 

事務局 

 

会長 

 

事務局 

 

 

 

会長 

 

事務局 

 

委員 

 

会長 

変えられるかもわからないので，変えられるかを調べて検討してほしい。 

 

国や県でローズプランなどがあるので，男女共同参画後期計画の下にカッコつきならばいいと思う。 

 

国で出している名前なので，計画名の下にカッコつきで加えれば良いと感じる。 

 

私もそう思う。素敵な名前でかたい名前ではなく，言いやすいように。でも，直して良いものなのか，変

えられるのか。 

 

初めからなら分かるが今までずっとやってきたので，途中で変えることで分かりにくくなることもある。 

 

途中からだと何か分からなくなるのではないか。 

 

変えることは難しい。 

 

今後の課題ということで，検討して行く。 

 

その他について説明 

9 月 2 日（日）に開催される男女共同参画推進セミナー「パパ・おじいちゃんと一緒にキッチン！」につ

いてご案内する。 

 

場所はあすなろの里で行うのか。 

 

あすなろの里です。 

 

ママとおばあちゃんの参加は駄目なのか。 

 

なるべく男性に厨房に入ってもらい，家庭での仕事をしていただくひとつである。 



委員 

 

会長 

 

 

 

課長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

今回は男性ということで，パパと子ども，おじいちゃんと孫のそば作り体験の計画として参加をお願いし

たい。 

 

他に何もなければ終了とさせていただく。 

 

（なしの声あり） 

 

閉会 

 

３時０５分終了（１時間３５分） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

上記の議事の正確なることを証するためここに署名する。 

 

                         平成   年   月   日 

 

                         常総市男女共同参画推進審議会 

                                                      

署名人   

                                          

署名人          

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

上記の議事の正確なることを証するためここに署名する。 

 

                         平成 ３０年 １０月  ３日 

 

                         常総市男女共同参画推進審議会 

                                                      

署名人  土田 尚宏 

                                          

署名人  堀越 輝子          


